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これらの大陸の一部と付加体は、古地磁気(過去の地球磁

場)の調査により1900万年前頃に大陸から離れて1500万

年前頃に現在の位置に移動して来たことが解りました。磁石

の性質を有する磁性鉱物を含む火成岩は冷え固まる時

に、また磁性鉱物を含む砕屑物は海底等に堆積・固結する時

に、その位置の地磁気の方向(磁北)に合わせて磁化(残留

磁気)します(図-6)。その結果、西南日本では1500万年前

より古い岩石の磁北は現在より東に約50度偏り、それより

新しい岩石は現在の磁北と同じでした。また、東北日本では

2000万年前より古い岩石の滋北は西に40度偏り、それよ

り新しい岩石は現在と同じでした。この結果、残留磁気の北

方向を現在の磁北方向に合うように回転させると、東北日本

と西南日本は、現在の大陸縁辺に近づき、現在のような日本

海は無かったことになります(図-7)。したがって、これらの地

層は元々アジア大陸の縁辺の海溝に堆積し、その後、大陸か

ら離れて現在の位置に移動して日本列島を形成したことにな

ります。

したがって、山梨県内の南アルプスや関東山地の日本百

名山は、１億年から2500

万年前(中生代白亜紀)に

アジア大陸の縁辺の海底

に堆積した砕屑物から形

成されています。これら

は、日本列島の太平洋側

に沿って、沖縄県の南西

諸島から九州・四国・紀伊

半島の南部、南アルプス

東部、関東南部から房総

半島にかけて帯状に分布

し、高知県の四万十川流

域に分布する堆積岩類を

た砕屑物等(泥、プランクトン、サンゴ等)は、大陸プレート下

に沈み込めずに海溝に堆積し、大陸等の縁辺部に付け加わ

ることから付加体と呼ばれています(図-4)。

2．県内の堆積岩からなる日本百名山

日本列島の土台をなす基盤岩類は、関東地方より南西側

ではほぼ列島沿いに日本海側から太平洋側にかけて、古い

時代から新しい時代に形成された地層が帯状に分布してい

ます(図-5)。このうち最も古い富山・石川県および島根県の

隠岐の島等の日本海側に分布する４億年以前の地層は、ア

ジア大陸の基盤岩と同じ片麻岩等からできています。その大

陸縁辺の海域(海溝)に約３億年前(古生代～中生代三畳

紀)、2憶～１億年前(主に中生代ジュラ紀)および１億２千５百

万年前(中生代白亜紀～新生代古第三紀)に堆積したの

が、付加体からなる堆積岩類です。

山梨県内に位置する堆積岩からなる日本百名山は、南ア

ルプス(赤石山地)の仙丈ケ岳、北岳、間ノ岳と関東山地の雲

取山、大菩薩嶺です。これらは四万十帯と呼ばれる中生代白

亜紀～新生代古第三紀(1億年～２千５百万年前)の付加体

が隆起した山です。このうち、大菩薩嶺は後から貫入した花

崗岩(金峰山や甲武信岳等を形成)の熱の影響と圧力を受

け、砂岩や泥岩がホルンヘルスと呼ぶ固くて緻密な岩石に変

化しています。

Ⅲ　堆積岩の山

山梨県の堆積岩からなる日本百名山は、南アルプス(赤石

山地)の北岳、間ノ岳、仙丈ケ岳と関東山地の大菩薩嶺、雲

取山(表-１,図-1)で、海底に堆積した砂や泥等が固結し隆起

して形成された山です。

１．堆積岩

堆積岩は、①地表に露出した岩石が風化や浸食作用等に

よって細かく砕かれた礫・砂・粘土等の砕屑物が固結した砕

屑岩、②火山から噴出した溶岩を除く火山灰や火山礫等が

固結した火山砕屑岩、③貝やサンゴ等の炭酸カルシュウム

(CaCO3)を主成分とする殻等が固結した石灰岩、プランクト

ンや珪藻等の石英質(SiO2)な遺骸が固結したチャート等の

生物岩、④湿地等に埋もれた樹木が炭化した石炭、および⑤

水に溶けていた物質が沈殿や水の蒸発によって固結した化

学岩等に分けられます(表-２)。このうち、①と②は固結した

粒子の大きさ(粒径)によって礫・砂・泥等に細区分され(表

-2)、礫が主体であれば礫岩、砂が主体であれば砂岩等に分

類されます。これらの砕屑物は、上に積み重なる砕屑物の重

みで締め固められると共に、水中に溶けている炭酸カルシュ

ウム(CaCO3)や二酸化ケイ素(SiO2)が砕屑物の粒子を接

着するセメント化作用によって固結します。これらの固結する

過程を続成作用(図-2)と呼びます。

また、海嶺(海底山脈)では、地球内部のマントルから湧き

上がってくるマグマから海洋プレートがつくられます(図

-3)。海洋プレートは海底を移動し、海溝から大陸プレート下

に沈みますが、海底を移動する間に海洋プレート上に堆積し

第 19 号

代表的な模式地として名付けられた名前です。四万十帯

は、主に砂岩と泥岩および両層が交互に繰り返し重なった砂

岩・泥岩互層等からなり、石灰岩(CaCO3)やチャート

(SiO2)、火山島の溶岩等の岩石を含みます。

１)　仙丈ケ岳(3,033m)

仙丈ケ岳は主に砂岩や泥岩からなる山で、山頂部の3カ

所に氷河により削られたお椀状のカール地形 (大仙丈・小仙

丈・藪沢カール)があります。藪沢カールの末端には氷河に

削られた岩屑が堆積した三日月状の地形(モレーン)が残っ

ています。

2)　北岳(3,192m)

北岳は富士山(3,776m)に次ぐ国内第2位 の高峰で、山

頂付近は堅硬なチャートや石灰岩、玄武岩が卓越する急斜

面を形成しています。特に東側斜面はバットレスと呼ばれる

標高差約600ｍの急斜面からなり、岩登りのコースとなって

います。

３)　間ノ岳(3,19０m)

間ノ岳は、北アルプスの穂高岳と並んで国内第３位 の高

峰で、主に砂岩泥岩互層からなる山です。山頂から南に下る

幅広い稜線上の斜面には、多数の線状凹地が分布しま

す。これらは重力等による地すべり性の凹地と考えられてい

ます。

４)　雲取山(2,017m)

雲取山は、東京・埼玉・山梨の一都二県堺に位置する東京

都の最高峰で、南アルプスの山梨県内の山と同様に主に砂

岩・泥岩等からなり、山頂まで樹林帯に覆われています。

５)　大菩薩嶺

大菩薩嶺の山頂は森林に覆われて見晴らしが悪いが、山

頂から南東方の大菩薩峠に下る稜線の南西側斜面は、山頂

近くの雷岩から峠までの間はカヤトの草原で見晴らしも良

く、雷岩や峠附近ではホルンヘルスが露出しています。　  

(小村寿夫)

花崗岩の白い岩肌が映える南アルプス北端に位置する甲斐駒ヶ岳(2,966m)の南面。仙水谷より西側(左側)は堆積岩(頁岩・砂岩

等)からなり、花崗岩との境界から幅３㎞程度の範囲は、花崗岩質マグマ貫入時の熱と圧力により硬く緻密な岩石(接触変成岩)になっ

ている。

表 -2 堆積物・砕屑岩の種類 ( 地学図録 ,2020)

フィリピン海
　　　プレート

※1：富士箱根伊豆国立公園・世界文化遺産　※2：八ヶ岳中信国定公園
※3：秩父多摩甲斐国立公園・甲武信ユネスコエコパーク
※4：南アルプス国立公園・南アルプスユネスコエコパーク

図 -3 プレートを動かす４つの要素 ( 木村･大木､2013)

図 -5 西南日本の地質区分 ( 木村･大木､2013)
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(関東･赤石山地 )

図 -3  さざれ石が固結して巌となる

図 -4 白亜紀後期四万十帯の形成過程 ( 平朝彦 ,1990 に加筆 )

図 -6 火成岩の残留磁気の仕組み ( 木村･大木､2013)

ジオパークは、「地球・大地」を表

すジオ(geo)と公園(park)を組み合わせ

た造語で「大地の公園」を意味し、日

本の「糸魚川ジオパーク」で最初に使

われました。ジオパークには、ユネス

コが認定する「ユネスコ世界ジオパー

ク(UNESCO Global Geopark)」と日本ジ

オパーク委員会が認定する「日本ジオ

パーク」があります。「ユネスコ世界

ジオパーク」は認定の対象が特定の貴

重な地質資産だけに対し、「日本ジオ

パーク」は重要で貴重な地質遺産を含

む自然公園で、地質遺産の保護だけで

なく、教育や地域経済活性化などにも活用することを目的としています。

2026年4月23日現在、「ユネスコ世界ジオパーク」は世界の51カ国・241カ所にあり、「日本ジオパー

ク」48カ所のうち11カ所が「ユネスコ世界ジオパーク」に認定されています。

２万年前の氷河期の最盛期には、陸上に発達した氷床の

規模に相当する海水量が減少し、海水面が120mほど低下し

ました。そのため北海道と樺太の間の宗谷海峡(最大水深

－50m)、樺太と大陸(シベリア)の間の間宮海峡(最大水深

－20m)は陸化し、北海道は大陸から半島状に陸続きとなり

ました。その結果、シベリアなどから多くの動物が北海道

に渡って来ることが可能になりました。一方、北海道と本

州の間の津軽海峡は、最大水深が140mほどあり、陸続きと

はなりませんでした。そのため津軽海峡を渡れずに北海道

にいて本州にいない動物は、ヒグマ、エゾジカ、キタキツ

ネ、ナキウサギ、シマリス、エゾリス、マンモス(化石)な

ど、一方、本州にいて北海道いない動物は、ツキノワグ

マ、ニホンジカ、イノシシ、ニホンザルなどです。

この津軽海峡による動物の分布境界は、1880年に提唱し

た英国の動物学者トーマス・ライト・ブラキストン(1832

～1891)の名前から「ブラキストン線」と呼ばれていま

す。

ジオパーク(geopark)

日本百名山の岩石 in 山梨県 (その3)日本百名山の岩石 in 山梨県 (その3)

図 -1　南部フォッサマグナ地域の主な新第三紀層
( 神奈川県立博物館 ) を簡略化＋追記

※1): 南アルプス国立公園・南アルプスユネスコエコパーク

※2): 秩父多摩甲斐国立公園・甲武信ユネスコエコパーク

標高の ( 　) 内の数字は日本百名山の高さ順位

表 -1  山梨県の堆積岩からなる日本百名山

図 -2 砕屑物固化のプロセス ( 地学図録 ,2020)

図 -7 古地磁気から復元された 1500 年前の
　　　日本列島の移動 ( 鳥居ほか、1985 に加筆 )

仙丈ケ岳

( 山頂直下はカール地形 )

北岳 間ノ岳

( 赤い屋根は農鳥小屋 )

仙丈ケ岳の三日月状のモレーン

大菩薩嶺

( カヤトの斜面 )

※) 日本では［知床］［白神山地］［小笠原諸島］［屋久島］［奄美大島徳之島沖縄

北部及び西表島］の 5 件が世界自然遺産、［富士山］［佐渡金山］など 21

件が世界文化遺産に登録されています。

氷期の地形とブラキストン線

( 小疇ほか編「日本の地形２ 北海道」)

雲取山

層理面が発達する頁岩

( 早川町新倉 )

山の隆起に伴い S 字状に褶曲

( 早川町雨畑 )

チャート

( 南アルプス大樺沢 )

層状石灰岩

( 北岳 )

ブラキストン線

南
ア
ル
プ
ス

泥質岩のうち、 層
状にはがれやすい
面 ( 層理面 ) が発
達する岩石(3ペー
ジ写真の頁岩 )
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水に溶けていた物質が沈殿や水の蒸発によって固結した化

学岩等に分けられます(表-２)。このうち、①と②は固結した

粒子の大きさ(粒径)によって礫・砂・泥等に細区分され(表

-2)、礫が主体であれば礫岩、砂が主体であれば砂岩等に分

類されます。これらの砕屑物は、上に積み重なる砕屑物の重

みで締め固められると共に、水中に溶けている炭酸カルシュ

ウム(CaCO3)や二酸化ケイ素(SiO2)が砕屑物の粒子を接

着するセメント化作用によって固結します。これらの固結する

過程を続成作用(図-2)と呼びます。

また、海嶺(海底山脈)では、地球内部のマントルから湧き

上がってくるマグマから海洋プレートがつくられます(図

-3)。海洋プレートは海底を移動し、海溝から大陸プレート下

に沈みますが、海底を移動する間に海洋プレート上に堆積し
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代表的な模式地として名付けられた名前です。四万十帯

は、主に砂岩と泥岩および両層が交互に繰り返し重なった砂

岩・泥岩互層等からなり、石灰岩(CaCO3)やチャート

(SiO2)、火山島の溶岩等の岩石を含みます。

１)　仙丈ケ岳(3,033m)

仙丈ケ岳は主に砂岩や泥岩からなる山で、山頂部の3カ

所に氷河により削られたお椀状のカール地形 (大仙丈・小仙

丈・藪沢カール)があります。藪沢カールの末端には氷河に

削られた岩屑が堆積した三日月状の地形(モレーン)が残っ

ています。

2)　北岳(3,192m)

北岳は富士山(3,776m)に次ぐ国内第2位 の高峰で、山

頂付近は堅硬なチャートや石灰岩、玄武岩が卓越する急斜

面を形成しています。特に東側斜面はバットレスと呼ばれる

標高差約600ｍの急斜面からなり、岩登りのコースとなって

います。

３)　間ノ岳(3,19０m)

間ノ岳は、北アルプスの穂高岳と並んで国内第３位 の高

峰で、主に砂岩泥岩互層からなる山です。山頂から南に下る

幅広い稜線上の斜面には、多数の線状凹地が分布しま

す。これらは重力等による地すべり性の凹地と考えられてい

ます。

４)　雲取山(2,017m)

雲取山は、東京・埼玉・山梨の一都二県堺に位置する東京

都の最高峰で、南アルプスの山梨県内の山と同様に主に砂

岩・泥岩等からなり、山頂まで樹林帯に覆われています。

５)　大菩薩嶺

大菩薩嶺の山頂は森林に覆われて見晴らしが悪いが、山

頂から南東方の大菩薩峠に下る稜線の南西側斜面は、山頂

近くの雷岩から峠までの間はカヤトの草原で見晴らしも良

く、雷岩や峠附近ではホルンヘルスが露出しています。　  

(小村寿夫)

花崗岩の白い岩肌が映える南アルプス北端に位置する甲斐駒ヶ岳(2,966m)の南面。仙水谷より西側(左側)は堆積岩(頁岩・砂岩

等)からなり、花崗岩との境界から幅３㎞程度の範囲は、花崗岩質マグマ貫入時の熱と圧力により硬く緻密な岩石(接触変成岩)になっ

ている。

表 -2 堆積物・砕屑岩の種類 ( 地学図録 ,2020)

フィリピン海
　　　プレート

※1：富士箱根伊豆国立公園・世界文化遺産　※2：八ヶ岳中信国定公園
※3：秩父多摩甲斐国立公園・甲武信ユネスコエコパーク
※4：南アルプス国立公園・南アルプスユネスコエコパーク

図 -3 プレートを動かす４つの要素 ( 木村･大木､2013)

図 -5 西南日本の地質区分 ( 木村･大木､2013)
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図 -3  さざれ石が固結して巌となる

図 -4 白亜紀後期四万十帯の形成過程 ( 平朝彦 ,1990 に加筆 )

図 -6 火成岩の残留磁気の仕組み ( 木村･大木､2013)

ジオパークは、「地球・大地」を表

すジオ(geo)と公園(park)を組み合わせ

た造語で「大地の公園」を意味し、日

本の「糸魚川ジオパーク」で最初に使

われました。ジオパークには、ユネス

コが認定する「ユネスコ世界ジオパー

ク(UNESCO Global Geopark)」と日本ジ

オパーク委員会が認定する「日本ジオ

パーク」があります。「ユネスコ世界

ジオパーク」は認定の対象が特定の貴

重な地質資産だけに対し、「日本ジオ

パーク」は重要で貴重な地質遺産を含

む自然公園で、地質遺産の保護だけで

なく、教育や地域経済活性化などにも活用することを目的としています。

2026年4月23日現在、「ユネスコ世界ジオパーク」は世界の51カ国・241カ所にあり、「日本ジオパー

ク」48カ所のうち11カ所が「ユネスコ世界ジオパーク」に認定されています。

２万年前の氷河期の最盛期には、陸上に発達した氷床の

規模に相当する海水量が減少し、海水面が120mほど低下し

ました。そのため北海道と樺太の間の宗谷海峡(最大水深

－50m)、樺太と大陸(シベリア)の間の間宮海峡(最大水深

－20m)は陸化し、北海道は大陸から半島状に陸続きとなり

ました。その結果、シベリアなどから多くの動物が北海道

に渡って来ることが可能になりました。一方、北海道と本

州の間の津軽海峡は、最大水深が140mほどあり、陸続きと

はなりませんでした。そのため津軽海峡を渡れずに北海道

にいて本州にいない動物は、ヒグマ、エゾジカ、キタキツ

ネ、ナキウサギ、シマリス、エゾリス、マンモス(化石)な

ど、一方、本州にいて北海道いない動物は、ツキノワグ

マ、ニホンジカ、イノシシ、ニホンザルなどです。

この津軽海峡による動物の分布境界は、1880年に提唱し

た英国の動物学者トーマス・ライト・ブラキストン(1832

～1891)の名前から「ブラキストン線」と呼ばれていま

す。

ジオパーク(geopark)

日本百名山の岩石 in 山梨県 (その3)日本百名山の岩石 in 山梨県 (その3)

図 -1　南部フォッサマグナ地域の主な新第三紀層
( 神奈川県立博物館 ) を簡略化＋追記

※1): 南アルプス国立公園・南アルプスユネスコエコパーク

※2): 秩父多摩甲斐国立公園・甲武信ユネスコエコパーク

標高の ( 　) 内の数字は日本百名山の高さ順位

表 -1  山梨県の堆積岩からなる日本百名山

図 -2 砕屑物固化のプロセス ( 地学図録 ,2020)

図 -7 古地磁気から復元された 1500 年前の
　　　日本列島の移動 ( 鳥居ほか、1985 に加筆 )

仙丈ケ岳

( 山頂直下はカール地形 )

北岳 間ノ岳

( 赤い屋根は農鳥小屋 )

仙丈ケ岳の三日月状のモレーン

大菩薩嶺

( カヤトの斜面 )

※) 日本では［知床］［白神山地］［小笠原諸島］［屋久島］［奄美大島徳之島沖縄

北部及び西表島］の 5 件が世界自然遺産、［富士山］［佐渡金山］など 21

件が世界文化遺産に登録されています。

氷期の地形とブラキストン線

( 小疇ほか編「日本の地形２ 北海道」)

雲取山

層理面が発達する頁岩

( 早川町新倉 )

山の隆起に伴い S 字状に褶曲

( 早川町雨畑 )

チャート

( 南アルプス大樺沢 )

層状石灰岩

( 北岳 )

ブラキストン線

南
ア
ル
プ
ス

泥質岩のうち、 層
状にはがれやすい
面 ( 層理面 ) が発
達する岩石(3ペー
ジ写真の頁岩 )
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これらの大陸の一部と付加体は、古地磁気(過去の地球磁

場)の調査により1900万年前頃に大陸から離れて1500万

年前頃に現在の位置に移動して来たことが解りました。磁石

の性質を有する磁性鉱物を含む火成岩は冷え固まる時

に、また磁性鉱物を含む砕屑物は海底等に堆積・固結する時

に、その位置の地磁気の方向(磁北)に合わせて磁化(残留

磁気)します(図-6)。その結果、西南日本では1500万年前

より古い岩石の磁北は現在より東に約50度偏り、それより

新しい岩石は現在の磁北と同じでした。また、東北日本では

2000万年前より古い岩石の滋北は西に40度偏り、それよ

り新しい岩石は現在と同じでした。この結果、残留磁気の北

方向を現在の磁北方向に合うように回転させると、東北日本

と西南日本は、現在の大陸縁辺に近づき、現在のような日本

海は無かったことになります(図-7)。したがって、これらの地

層は元々アジア大陸の縁辺の海溝に堆積し、その後、大陸か

ら離れて現在の位置に移動して日本列島を形成したことにな

ります。

したがって、山梨県内の南アルプスや関東山地の日本百

名山は、１億年から2500

万年前(中生代白亜紀)に

アジア大陸の縁辺の海底

に堆積した砕屑物から形

成されています。これら

は、日本列島の太平洋側

に沿って、沖縄県の南西

諸島から九州・四国・紀伊

半島の南部、南アルプス

東部、関東南部から房総

半島にかけて帯状に分布

し、高知県の四万十川流

域に分布する堆積岩類を

た砕屑物等(泥、プランクトン、サンゴ等)は、大陸プレート下

に沈み込めずに海溝に堆積し、大陸等の縁辺部に付け加わ

ることから付加体と呼ばれています(図-4)。

2．県内の堆積岩からなる日本百名山

日本列島の土台をなす基盤岩類は、関東地方より南西側
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時代から新しい時代に形成された地層が帯状に分布してい

ます(図-5)。このうち最も古い富山・石川県および島根県の

隠岐の島等の日本海側に分布する４億年以前の地層は、ア

ジア大陸の基盤岩と同じ片麻岩等からできています。その大

陸縁辺の海域(海溝)に約３億年前(古生代～中生代三畳

紀)、2憶～１億年前(主に中生代ジュラ紀)および１億２千５百

万年前(中生代白亜紀～新生代古第三紀)に堆積したの

が、付加体からなる堆積岩類です。

山梨県内に位置する堆積岩からなる日本百名山は、南ア

ルプス(赤石山地)の仙丈ケ岳、北岳、間ノ岳と関東山地の雲

取山、大菩薩嶺です。これらは四万十帯と呼ばれる中生代白

亜紀～新生代古第三紀(1億年～２千５百万年前)の付加体

が隆起した山です。このうち、大菩薩嶺は後から貫入した花

崗岩(金峰山や甲武信岳等を形成)の熱の影響と圧力を受

け、砂岩や泥岩がホルンヘルスと呼ぶ固くて緻密な岩石に変

化しています。

Ⅲ　堆積岩の山

山梨県の堆積岩からなる日本百名山は、南アルプス(赤石

山地)の北岳、間ノ岳、仙丈ケ岳と関東山地の大菩薩嶺、雲
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固結した火山砕屑岩、③貝やサンゴ等の炭酸カルシュウム

(CaCO3)を主成分とする殻等が固結した石灰岩、プランクト

ンや珪藻等の石英質(SiO2)な遺骸が固結したチャート等の

生物岩、④湿地等に埋もれた樹木が炭化した石炭、および⑤

水に溶けていた物質が沈殿や水の蒸発によって固結した化

学岩等に分けられます(表-２)。このうち、①と②は固結した

粒子の大きさ(粒径)によって礫・砂・泥等に細区分され(表

-2)、礫が主体であれば礫岩、砂が主体であれば砂岩等に分

類されます。これらの砕屑物は、上に積み重なる砕屑物の重

みで締め固められると共に、水中に溶けている炭酸カルシュ

ウム(CaCO3)や二酸化ケイ素(SiO2)が砕屑物の粒子を接

着するセメント化作用によって固結します。これらの固結する

過程を続成作用(図-2)と呼びます。

また、海嶺(海底山脈)では、地球内部のマントルから湧き

上がってくるマグマから海洋プレートがつくられます(図

-3)。海洋プレートは海底を移動し、海溝から大陸プレート下

に沈みますが、海底を移動する間に海洋プレート上に堆積し
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本の「糸魚川ジオパーク」で最初に使

われました。ジオパークには、ユネス

コが認定する「ユネスコ世界ジオパー

ク(UNESCO Global Geopark)」と日本ジ

オパーク委員会が認定する「日本ジオ

パーク」があります。「ユネスコ世界

ジオパーク」は認定の対象が特定の貴

重な地質資産だけに対し、「日本ジオ

パーク」は重要で貴重な地質遺産を含

む自然公園で、地質遺産の保護だけで

なく、教育や地域経済活性化などにも活用することを目的としています。

2026年4月23日現在、「ユネスコ世界ジオパーク」は世界の51カ国・241カ所にあり、「日本ジオパー

ク」48カ所のうち11カ所が「ユネスコ世界ジオパーク」に認定されています。

２万年前の氷河期の最盛期には、陸上に発達した氷床の

規模に相当する海水量が減少し、海水面が120mほど低下し

ました。そのため北海道と樺太の間の宗谷海峡(最大水深

－50m)、樺太と大陸(シベリア)の間の間宮海峡(最大水深

－20m)は陸化し、北海道は大陸から半島状に陸続きとなり

ました。その結果、シベリアなどから多くの動物が北海道

に渡って来ることが可能になりました。一方、北海道と本

州の間の津軽海峡は、最大水深が140mほどあり、陸続きと

はなりませんでした。そのため津軽海峡を渡れずに北海道

にいて本州にいない動物は、ヒグマ、エゾジカ、キタキツ

ネ、ナキウサギ、シマリス、エゾリス、マンモス(化石)な

ど、一方、本州にいて北海道いない動物は、ツキノワグ

マ、ニホンジカ、イノシシ、ニホンザルなどです。

この津軽海峡による動物の分布境界は、1880年に提唱し

た英国の動物学者トーマス・ライト・ブラキストン(1832

～1891)の名前から「ブラキストン線」と呼ばれていま

す。
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図 -1　南部フォッサマグナ地域の主な新第三紀層
( 神奈川県立博物館 ) を簡略化＋追記

※1): 南アルプス国立公園・南アルプスユネスコエコパーク

※2): 秩父多摩甲斐国立公園・甲武信ユネスコエコパーク

標高の ( 　) 内の数字は日本百名山の高さ順位

表 -1  山梨県の堆積岩からなる日本百名山

図 -2 砕屑物固化のプロセス ( 地学図録 ,2020)

図 -7 古地磁気から復元された 1500 年前の
　　　日本列島の移動 ( 鳥居ほか、1985 に加筆 )
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これらの大陸の一部と付加体は、古地磁気(過去の地球磁

場)の調査により1900万年前頃に大陸から離れて1500万

年前頃に現在の位置に移動して来たことが解りました。磁石

の性質を有する磁性鉱物を含む火成岩は冷え固まる時

に、また磁性鉱物を含む砕屑物は海底等に堆積・固結する時

に、その位置の地磁気の方向(磁北)に合わせて磁化(残留

磁気)します(図-6)。その結果、西南日本では1500万年前

より古い岩石の磁北は現在より東に約50度偏り、それより

新しい岩石は現在の磁北と同じでした。また、東北日本では

2000万年前より古い岩石の滋北は西に40度偏り、それよ

り新しい岩石は現在と同じでした。この結果、残留磁気の北

方向を現在の磁北方向に合うように回転させると、東北日本

と西南日本は、現在の大陸縁辺に近づき、現在のような日本

海は無かったことになります(図-7)。したがって、これらの地

層は元々アジア大陸の縁辺の海溝に堆積し、その後、大陸か

ら離れて現在の位置に移動して日本列島を形成したことにな

ります。

したがって、山梨県内の南アルプスや関東山地の日本百

名山は、１億年から2500

万年前(中生代白亜紀)に

アジア大陸の縁辺の海底

に堆積した砕屑物から形

成されています。これら

は、日本列島の太平洋側

に沿って、沖縄県の南西

諸島から九州・四国・紀伊

半島の南部、南アルプス

東部、関東南部から房総

半島にかけて帯状に分布

し、高知県の四万十川流

域に分布する堆積岩類を

た砕屑物等(泥、プランクトン、サンゴ等)は、大陸プレート下

に沈み込めずに海溝に堆積し、大陸等の縁辺部に付け加わ

ることから付加体と呼ばれています(図-4)。

2．県内の堆積岩からなる日本百名山

日本列島の土台をなす基盤岩類は、関東地方より南西側

ではほぼ列島沿いに日本海側から太平洋側にかけて、古い

時代から新しい時代に形成された地層が帯状に分布してい

ます(図-5)。このうち最も古い富山・石川県および島根県の

隠岐の島等の日本海側に分布する４億年以前の地層は、ア

ジア大陸の基盤岩と同じ片麻岩等からできています。その大

陸縁辺の海域(海溝)に約３億年前(古生代～中生代三畳

紀)、2憶～１億年前(主に中生代ジュラ紀)および１億２千５百

万年前(中生代白亜紀～新生代古第三紀)に堆積したの

が、付加体からなる堆積岩類です。

山梨県内に位置する堆積岩からなる日本百名山は、南ア

ルプス(赤石山地)の仙丈ケ岳、北岳、間ノ岳と関東山地の雲

取山、大菩薩嶺です。これらは四万十帯と呼ばれる中生代白

亜紀～新生代古第三紀(1億年～２千５百万年前)の付加体

が隆起した山です。このうち、大菩薩嶺は後から貫入した花

崗岩(金峰山や甲武信岳等を形成)の熱の影響と圧力を受

け、砂岩や泥岩がホルンヘルスと呼ぶ固くて緻密な岩石に変

化しています。

Ⅲ　堆積岩の山

山梨県の堆積岩からなる日本百名山は、南アルプス(赤石

山地)の北岳、間ノ岳、仙丈ケ岳と関東山地の大菩薩嶺、雲

取山(表-１,図-1)で、海底に堆積した砂や泥等が固結し隆起

して形成された山です。

１．堆積岩

堆積岩は、①地表に露出した岩石が風化や浸食作用等に

よって細かく砕かれた礫・砂・粘土等の砕屑物が固結した砕

屑岩、②火山から噴出した溶岩を除く火山灰や火山礫等が

固結した火山砕屑岩、③貝やサンゴ等の炭酸カルシュウム

(CaCO3)を主成分とする殻等が固結した石灰岩、プランクト

ンや珪藻等の石英質(SiO2)な遺骸が固結したチャート等の

生物岩、④湿地等に埋もれた樹木が炭化した石炭、および⑤

水に溶けていた物質が沈殿や水の蒸発によって固結した化

学岩等に分けられます(表-２)。このうち、①と②は固結した

粒子の大きさ(粒径)によって礫・砂・泥等に細区分され(表

-2)、礫が主体であれば礫岩、砂が主体であれば砂岩等に分

類されます。これらの砕屑物は、上に積み重なる砕屑物の重

みで締め固められると共に、水中に溶けている炭酸カルシュ

ウム(CaCO3)や二酸化ケイ素(SiO2)が砕屑物の粒子を接

着するセメント化作用によって固結します。これらの固結する

過程を続成作用(図-2)と呼びます。

また、海嶺(海底山脈)では、地球内部のマントルから湧き

上がってくるマグマから海洋プレートがつくられます(図

-3)。海洋プレートは海底を移動し、海溝から大陸プレート下

に沈みますが、海底を移動する間に海洋プレート上に堆積し
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代表的な模式地として名付けられた名前です。四万十帯

は、主に砂岩と泥岩および両層が交互に繰り返し重なった砂

岩・泥岩互層等からなり、石灰岩(CaCO3)やチャート

(SiO2)、火山島の溶岩等の岩石を含みます。

１)　仙丈ケ岳(3,033m)

仙丈ケ岳は主に砂岩や泥岩からなる山で、山頂部の3カ

所に氷河により削られたお椀状のカール地形 (大仙丈・小仙

丈・藪沢カール)があります。藪沢カールの末端には氷河に

削られた岩屑が堆積した三日月状の地形(モレーン)が残っ

ています。

2)　北岳(3,192m)

北岳は富士山(3,776m)に次ぐ国内第2位 の高峰で、山

頂付近は堅硬なチャートや石灰岩、玄武岩が卓越する急斜

面を形成しています。特に東側斜面はバットレスと呼ばれる

標高差約600ｍの急斜面からなり、岩登りのコースとなって

います。

３)　間ノ岳(3,19０m)

間ノ岳は、北アルプスの穂高岳と並んで国内第３位 の高

峰で、主に砂岩泥岩互層からなる山です。山頂から南に下る

幅広い稜線上の斜面には、多数の線状凹地が分布しま

す。これらは重力等による地すべり性の凹地と考えられてい

ます。

４)　雲取山(2,017m)

雲取山は、東京・埼玉・山梨の一都二県堺に位置する東京

都の最高峰で、南アルプスの山梨県内の山と同様に主に砂

岩・泥岩等からなり、山頂まで樹林帯に覆われています。

５)　大菩薩嶺

大菩薩嶺の山頂は森林に覆われて見晴らしが悪いが、山

頂から南東方の大菩薩峠に下る稜線の南西側斜面は、山頂

近くの雷岩から峠までの間はカヤトの草原で見晴らしも良

く、雷岩や峠附近ではホルンヘルスが露出しています。　  

(小村寿夫)

花崗岩の白い岩肌が映える南アルプス北端に位置する甲斐駒ヶ岳(2,966m)の南面。仙水谷より西側(左側)は堆積岩(頁岩・砂岩

等)からなり、花崗岩との境界から幅３㎞程度の範囲は、花崗岩質マグマ貫入時の熱と圧力により硬く緻密な岩石(接触変成岩)になっ

ている。

表 -2 堆積物・砕屑岩の種類 ( 地学図録 ,2020)
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※3：秩父多摩甲斐国立公園・甲武信ユネスコエコパーク
※4：南アルプス国立公園・南アルプスユネスコエコパーク

図 -3 プレートを動かす４つの要素 ( 木村･大木､2013)

図 -5 西南日本の地質区分 ( 木村･大木､2013)
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図 -6 火成岩の残留磁気の仕組み ( 木村･大木､2013)
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